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擬ラセミ分子の自在配列による高機能性有機結晶の創出 

 

 

 

 

  



 

 

研究成果の概要 

本研究では、キラルな有機分子がもつ構造の相補性を活用し、右手分子と左手分子で部分構

造が異なる「擬ラセミ分子」を同一の結晶中に規則正しく配列する技術を確立することを目的として

いる。部分構造の違いにより物性が異なる 2分子を精密に配列する技術を確立することで、従来の

配列手法では得難い高機能性有機結晶を創製することを目指している。2021 年度の研究では、メ

チル基またはエチル基をもつ擬ラセミ体のジアルデヒドを組み込んだ大環状イミンを得ることに成

功するとともに、ナフタレン環またはベンゾチアジアゾール環をもつ発光性擬ラセミ分子を創製した。 

2022 年度は、アルキル鎖長の異なる種々の脂肪族ジアミンを用いて、メチル基またはエチル基

を有するキラルジアルデヒドから種々の擬ラセミ大環状イミンを得ることに成功した。特に、エチレン

ジアミンを用いた場合、2分子の S体と 2分子の R体からなる大環状イミンが 2種類の一次元細孔

を有する結晶として得られた。擬ラセミ分子結晶の一次元細孔には、結晶化に用いた溶媒が含ま

れていたが、加熱により溶媒分子を除去しても細孔性結晶の構造が維持されることを確認した。今

後の研究では、擬ラセミ分子結晶に特有の細孔構造を活かした機能の発現を目指す。 

一方、ナフタレン環またはベンゾチアジアゾール環を有する擬ラセミ分子を配列した発光性有機

結晶を得ることにも成功した。両分子のみからなる結晶は、機械的刺激を加えても発光色が有意に

変化しなかったが、擬ラセミ結晶は機械的刺激により発光色が変化した。また、高機能性有機結晶

を得る指針を確立するべく、アキラルな有機分子からなる分子内・分子間ドナー・アクセプター型結

晶についても検討し、種々の外部刺激に応答する発光性有機結晶を得る手法を開発した。今後、

本知見を活用することで、擬ラセミ有機結晶による高度な発光センシングの実現に取り組む。 
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